
   

   

 

 

― 白子町農業委員会だより ＮＯ．１９ ― 

 

 

農業委員及び農地利用最適化推進委員を皆さんに紹介します。 

 

農家さんの笑顔が見られることが、俺の悦び 

 

白子町福島 小 野 一 雄 さん （農地利用最適化推進委員） 

 

 「１年前、初めて農業委員会の会議に出席したときは驚いたよ。皆、町の大きな農家さんばかり。勤め人の

俺は何ができるのか、ちょっと考えたよ。」 少しおどけながら話す小野さん。 

 地元の高校を卒業後、大手農業機械メーカーの販売会社に就職。今年、５０年目を迎える農業機械のプロ

フェッショナルである。 

小野さんが扱う農業機械メーカーは、「お

客様に喜ばれる製品の提供」を社是として、

一貫して農業の効率化、省力化を追求し続

け、数々の機械を開発、国内外の市場に供給

してきた。現在、ロボット技術や情報通信技術

（ＩＣＴ）を活用して、省力化や精密化などを進

めた次世代型農業である「スマート農業」へ取

り組んでおり、省力抵コスト栽培研究を行うとと

もに、直進アシスト田植機や自動操舵トラクタ

といった農機の開発・高品質生産を目指して

いる。小野さんは、販売会社の役員として、農

家それぞれのニーズを把握したうえで、それ

に即した技術機械を紹介・提供するなど、お

客様からの信頼は厚い。 

「今の仕事をしている中で、多くの農家の方と知り合い、話し、そして学ばせてもらった。この経験を、農業

委員会という舞台で発揮していきたい。地元、福島地区

の大規模圃場の今後策をはじめとして、これからの農業

を考えていきたい。」と、推進委員としての抱負を語って

くれました。 加えて、「５０年間、農家さんの笑顔を見た

くて頑張ってきた。これからも、農家の“最強の応援団”

として頑張りたい。」 と、はにかみながら笑う顔が、いく

つもの時代を通して農業を見守る悦びで溢れていまし

た。 

 

【「スマート農業」への新しい取り組みが期待される 

福島地区の大規模圃場】 
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○「人・農地プラン」って何だろう？ 
 

地域の農業は、５年後、１０年後にどうなっているのでしょうか？ 

  ・担い手はいるのでしょうか？ 

  ・荒廃農地は発生していないでしょうか？ 

 

担い手の減少と荒廃農地の状況  

○担い手の減少 

 ６０歳以上が約７割、５０歳未満が約１割であり、著しくアンバランス 

 このままでは、５年後、１０年後にリタイアする農業者が急増 

○荒廃農地等の状況 

 土地持ち非農家を中心に荒廃農地が増大 

 荒廃農地面積２８万 haのうち再生利用された面積はわずか１．７万 ha（６％） 

 

 「人と農地の問題」(高齢化、後継者不足、耕作放棄地の増加等)が深刻化しており、５年後、１０年後の展望が描け

ない地域が増大。地域の農業を発展させていくため、それぞれの集落・地域において、将来に向かって話し合い、

「人・農地プラン」を作成し、実行していく必要があります。 

 

～「人・農地プラン」は、人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」です。～ 

 

○それぞれの集落・地域において、徹底的に話し合い、次のことを決め「人・農地プラン」を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人・農地プランには、様々なメリット措置があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人・農地プランの定期的な見直しを行います。 

 

本町農業委員会においても、人と農地の問題解決のため、町産業課と協

調を図りながら、それぞれの地域における話し合いに参加するなど「人・農地

プラン」の作成に積極的に取り組んでいくこととします。 
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